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日本の恐竜②　ニッポノサウルス

ニッポノサウルスの化石

（北海道大学総合博物館蔵）

ニッポノサウルス全身骨格図

1 m

　ニッポノサウルスは、むかわ町穂別産の恐

竜と同じ鳥盤目鳥脚亜目ハドロサウルス科の

恐竜です。全長は4 ｍ弱で亜成体（大人になっ

ていない成長段階）であることが分かってい

ます。1934 年に当時日本領であった南樺太の

川上炭鉱（サハリンのシネゴルスク）から発

見されました。日本で最初に発見されただけ

でなく、全身の約 6割の化石が発見されてい

ることから、日本の恐竜としては非常に有名

です。日本竜という愛称が付けられ、日本最

高の恐竜化石とも言われています。南樺太は、

日本領でなくなったため、ニッポノサウルス

は日本の恐竜とはみなされないこともありま

す。

　むかわ町穂別産の恐竜は、ニッポノサウル

スの約 2倍の大きさ（全長約 8 ｍ）と推定さ

れています。これはハドロサウルス科として

は通常程度の大きさです。

写真：北海道大学総合博物館提供

(参考 )ニッポノサウルスと同じ

ハドロサウルス科の
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ランベオサウルス亜科

ニッポノサウルス・サハリエンシス

Nipponosaurus sachalinensis Nagao, 1936
サハリン　シネゴルスク

蝦夷層群ブイコフ層
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休館日 町民無料観覧日

開館時間　9：30~17：00（最終入館 16：30）

観覧料　個人 / 小 ~ 高校生：100 円　

  　大人 300 円

　　　　団体 / 小 ~ 高校生：50 円　

  　大人 200 円

※団体は 10 人以上　※小学生未満は無料
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　ニッポノサウルスが産出したのは蝦夷層

群ブイコフ層（上部菊石層群〔旧称〕の上部）

です。詳細には調べられていませんが、ほ

ぼ確実に海成層（海でたまった地層）から

産出していると見られます。このことと、

化石の産状から、ニッポノサウルスも死後

すぐに沖合いの海まで流されて化石になっ

たと考えられます。　

　ニッポノサウルスが海に流された原因な

どは明らかにされていませんが、ニッポノ

サウルスが産出した地点の地層を調べなお

すことで、その事実に近づける可能性もあ

ります。ニッポノサウルスは、1934 年の病

院建設時にその敷地内から発見され、発掘

後にその地点は病院の下敷きになりました。

　ところが、1993・1994 年の日本人調査団

による地質調査では、病院の建物は取り壊

されたらしく見当たりませんでした。さら

に、地元に当時のことを知る人がいなかっ

たので、病院が建っていた正確な位置が分

からなかったそうです *。そのため、ニッポ

ノサウルスが産出したシネゴルスク内での

地点が現在は不明となっています。
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北海道とサハリンの恐竜産地

ニッポノサウルスが海に流されたようす
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ニッポノサウルス

首長竜

ティロサウルス
（モササウルス類）ユーパキディスクス

（アンモナイト）

ニッポノサウルス産地からはアンモナイトが産したという情報のみしか残されていません。
イラストは同時代の生き物です。
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